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資料１ 



令和２年度福島県指導監査終了後の結果好評 

指導監査日：令和２年１０月１９日（月） 

 

１．全般について 

  概ね適正 

 

２．各指摘事項について 

  ①総会の出欠ハガキ、令和２年５月の委任状に署名のみで印漏れが 1件あった。 

   

②小口現金の取扱いで、県の運用上、現金の出納があれば毎日の出納簿管理が必要。令

和元年度から週単位での管理とされているため、従来の運用基準に戻し、日々の現金

の動きを確認すること。 

   

③時間外勤務表で 1箇所算定誤りがあった。実際は 4.5時間分を支給するところ 3.5時

間分しか支給されていないため、残り 1時間分が不足していた。 

   

④出張時の復命書関係で、旅費伺書の終了確認や旅費支給時の収受日・印が無いものが

散見された。領収したかどうかの記録のためにも、しっかりと運用していただきたい。 

   

⑤珠算連盟で、商工会議所本体が長期間に渡り立て替えていた事案があった。 

   

⑥警察官友の会で、会費収入の摘要欄が空欄のものが２件あった。激励金として現金 

１０万円支出した際の領収書が添付されていなかった。 

   

⑦むつき会で、請求額と現金引落及び現金支払の弥生伝票の金額が一致していないも

のがあった。但し、領収書は請求額どおりの金額のものが添付してあったため、担当  

者で２０６円の個人支出をしていたものと推測されるものがあった。 

   

⑧中心市街地活性化協議会で、令和元年度末（３／３１）から７月の長期間、現金３３

０円保有されていた。その内容を調査し、至った経過と理由を、後日回答するよう求

められた。 

   

⑨中心市街地活性化協議会のシールラリーで、換金表が添付されているにもかかわら

ず、帳簿上支払い実績が見受けられないものがあった。ヤングオーレの件。添付書類

が有効なのか無効なのかを調査し、後日報告するよう求められた。（未払いの可能性

あり） 

   

⑩領収書の宛名が統一されていないものや領収書の日付漏れがあるのが散見された。 
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令和２年度 

知事を囲む県下商工会議所 

正副会頭会議 要望書 

会議所名 白河商工会議所 

担 当 部 事務局長 

担 当 者 内藤 亘 

 

（１）単会としての要望 

要 望 項 目 

都市計画道路白河中央線国道２８９号交差点以南の整備

促進と都市計画道路白河駅棚倉線（現国道２９４号交差点～

関辺松並地内）の４車線化の早期実現について 

要 望 内 容 

 現在整備中の国道２９４号白河バイパスは、通勤・通学な

ど市民生活の利便性の向上はもとより、小峰城と南湖公園を

直線で結ぶ新たな観光ルートの構築、さらには白河中央スマ

ート IC 及び国道４号と国道２８９号が直結されることか

ら、国道２８９号沿いに立地する住友ゴム工業(株)白河工

場、「表郷第一工業団地」及び「白河東工業団地」の物流の

新たな動脈として期待されております。 

 一方において、国道２９４号白河バイパス供用開始後は、

接続する国道２８９号交差点において、さらなる道路交通の

集中が見込まれており、日常的な交通渋滞や事故が心配され

るなど基幹的な道路としての機能が十分果たせない可能性

があることから、次の２点について強く要望いたします。 

 

（１）都市計画道路白河中央線国道２８９号交差点以南の整

備促進 

 

（２）都市計画道路白河駅棚倉線（現国道２９４号交差点～

関辺松並地内）の４車線化の早期実現 
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要 望 項 目 
地域救急医療対策のための近隣県との広域連携体制構築

について 

要 望 内 容 

 白河市は、福島県南部に位置し、栃木県北東部との歴史上

の関わりも深いことから、令和元年５月２４日、栃木県大田

原市との文化振興と地域経済の発展に寄与することを目的

に文化交流協定が締結されました。さらには、本年９月３０

日、災害時における相互応援に関する協定が締結されるな

ど、行政間において連携・交流が図られております。 

 そのような中、白河市を含む県南地域において、誰もが安

心して生活できる地域づくりを推進していくためには、「医

療」の充実が重要課題であり、県南地域には第３次救急医療

機関がないため、栃木県北部との広域連携による救急医療対

策が強く求められております。 

 特に、栃木県大田原市の第３次救命救急医療機関である

「那須赤十字病院」に新たなドクターヘリの基地病院とする

ことで、県境を越えた運行範囲が可能となり、ドクターヘリ

の出動要請は人命に関わり一刻一秒を争う救急搬送が求め

られるため、身近に救急医療体制が構築されると誰もが安心

して生活できる地域づくりにつながります。 

 つきましては、福島県におけるドクターヘリについては、

自県全域を運行範囲としてはいるものの、当地域から基地病

院までの搬送時間は約２０分を要し、傷病者の重症度や緊急

度によっては人命に関わることから、栃木県との広域連携を

図り、新たな救急医療対策を講じていただきますよう強く要

望いたします。 
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要 望 項 目 工業の森・新白河Ａ工区の早期造成について 

要 望 内 容 

 白河市・西白河郡及び東白川郡の「しらかわ地域」は東北

新幹線や福島空港などの高速交通ネットワークが整備され、

さらに本地域は首都圏に隣接している恵まれた地域となっ

ております。こうした地理的優位性を有していることから企

業の進出が相次ぎ、誘致企業と地域企業との連携による経済

活動が活性化し、雇用の拡大が図られているところでありま

す。 

 コロナ禍による、企業を取り巻く状況は大きく変化し、グ

ローバル経済の過度の発展によるサプライチェーン毀損の

ため、製造業の国内回帰が進むと考えられ、その受け皿とし

て地方への企業誘致の期待が高まっていくものと考えてお

ります。 

 既に県においては、雇用の確保、産業の集積等のため、精

力的に企業誘致に取り組まれており、大きな成果を上げられ

ております。 

 その一方では、企業誘致の受け皿となる大区画の工業団地

用地が極めて少ない状況にあると伺っております。 

 そのため、本地域にある「工業の森・新白河 A 工区」は

計画面積では、約２０ha の工場用地を確保されております

ので、現在のオーダーメイド造成方式から早急に造成工事を

行い、完成された優良工業団地として企業誘致に取り組むこ

とにより、更なる地域経済の発展に資することになりますの

で、造成工事の開始を強く要望いたします。 

 

 

（２）県連としてすべき全体に関わる要望 

要 望 項 目  

要 望 内 容 
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Ｇｏ Ｔｏ ＥＡＴキャンペーンふくしまについて 

～福島県内の飲食店で使えるお食事券!!～ 

 

・食事券の概要 

 販売価格１冊１０，０００円で１２，５００円分のお食事券として利用できます。 

 （１，０００円×１０枚と５００円×５枚の計１５枚つづり） 

 ※お一人様１回あたり２冊まで購入できます。 

 

・食事券の利用期間（有効期限） 

 令和２年１１月２日～令和３年３月３１日 

 

・販売期間 

 第一期 令和２年１１月 ２日（月）～  ２４０，０００冊（県全体） 

 第二期 令和２年１２月２１日（月）～  ２４０，０００円（  〃  ） 

 

・食事券販売店（白河エリア） 

 白河商工会議所／白河信用金庫１３支店／NewDaysミニ新白河１号 

 

・食事券販売状況（令和２年１１月１１日現在） 

 

日付 冊数 金額 割当残高

11月2日 182冊 1,820,000円 18,180,000円

11月4日 133冊 1,330,000円 16,850,000円

11月5日 139冊 1,390,000円 15,460,000円

11月6日 128冊 1,280,000円 14,180,000円

11月9日 55冊 550,000円 13,630,000円

11月10日 56冊 560,000円 13,070,000円

11月11日 53冊 530,000円 12,540,000円

小計 746冊 7,460,000円

 

 

＊加盟店登録申請期限：令和３年１月１５日（金）まで 

＊申請方法：Ｗｅｂ及び郵送 

 必要書類 □飲食店営業許可証 □振込口座通帳写し  

□代表者または担当者本人確認書類の写し 
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・白河市内登録飲食店（令和２年１１月１２日現在） ※県内全体１，９８９店舗 

 ６６店舗 

 

1．デニーズ白河昭和町店 

2．つぼ八 新白河店 

3．ガスト 白河店 

4．ダイニングはなたれ 

5．そば処 丸八 

6．ミスタードーナツ 白河店 

7．菜々家 白河店 

8．道とん堀 白河店 

9．魚べい 白河店 

10．赤から 白河店 

11．アビラ 

12．こだわりやま 白河店 

13．食道楽ひさご 白河店 

14．ステーキ宮 ベイシア白河モール店 

15．ちゃあしゅう屋 新白河店 

16．くいもんや暖 

17．ビッグボーイ 白河 

18．カレーハウス CoCo壱番屋ﾍﾞｲｼｱ新白河店 

19．日本料理 楓 

20．ブラッスリーラセゾン 

21．酒彩海山亭 

22．美酒・鮮菜 Haru 

23．やまだや 

24．すき家 289号白河店 

25．櫓 

26．焼肉天心 

27．だいにんぐ膳 

28．太鼓のぼお 

29．レストランカフェプラネット 

30．MUNAKATA 

31．ラウンジパブレストラン二光 

32．モルトブォーノ 

33．モスバーガー 白河昭和町店 

34．𠮷田屋 

35．かどや 

36．かっぱ寿司 白河店 

37．かこい食堂 

38．双葉寿司 

39．麺屋雅宗 

40．Kitchen dining iitte-micca 

41．ワインバル たけぞう 

42．申酉 

43．コリアレストラン明洞 

44．そば処 第一藤駒 

45．白河蕎麦 新駒本店 

46．川亀 

47．湖畔亭 

48．寿司ダイニング 心 

49．居酒屋一番星 祭り亭 

50．養老乃瀧新白河店 

51．居酒屋 北海 

52．四季彩 柔 

53．コメダ珈琲店 ベイシア白河店 

54．料理屋 こうりんぼう 

55．焼喜亭 

56．海鮮処 浜のや 

57．大衆割烹みこし 

58．グリル銀座 

59．梅寿 

60．グリーンアカデミーカントリークラブ内 

  レストラン 

61．火風鼎 

62．きつねうち温泉内 お食事処 

63．リールブロス 

64．手打ちそば 和楽 

65．日比谷鳥こまち 新白河店 

66．Bar four ace 
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Go To 商店街事業について 
 

〇制度概要 

本事業は、３密対策等の感染拡大防止対策を徹底しながら、商店街等がイベント等を実

施することにより、周辺地域で暮らす消費者や生産者等が「地元」や「商店街」の良さを

再認識するきっかけとなる取組を支援するものです。 

①応募対象者 

特定の商店街等の活性化につながる取組を実施できる商店街組織等 

＊商店街組織(任意団体含む)、商工会、商工会議所、まちづくり会社等 

②対象事業 

・地元や商店街の良さを再認識するきっかけとなるような商店街イベント等の実施 

＊2021 年２月 14 日（日）までに事業終了すること 

③上限額 

300 万円×申請者数＋500 万円（２者以上で連携し事業を実施する場合に限る） 

＊ただし、1 申請あたりの上限額は 1,400 万円とする  ＊税抜金額 

 

 

〇先行募集（～令和 2 年 10 月 30 日） 

申請団体 白河市中心市街地活性化協議会 

事業名 人とまちを結ぶ「オンライン商店街」事業 

申請金額 3,197,480 円 

申請内容 ①WEB 商店街マップを作成し、新型コロナウイルス感染症の影響を受け

ずに、商品の魅力を地域住民にアピールする。 

②オンラインによる「まちゼミ」を開催し、専門店の魅力向上に取り組む。 

③白河駅前イルミネーション事業の一部拡充。 

 

 

〇通常募集（令和 2 年 10 月 30 日～予算がなくなり次第終了） 
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令和２年度「敬老祝い商品券」発行事業について 

1. 目  的 

  ７５歳以上の白河市民を対象に「敬老祝い商品券」を発行し、市内小売業等の販売促進

と地域経済活性化及び７５歳以上の方へのサービスの還元と需要を喚起することを目的

とする。 

2. 発行機関 

  白河市内商工会議所・商工会連絡協議会 

（構成員：白河商工会議所・表郷商工会・大信商工会・ひがし商工会） 

3. 有効期限 

  令和２年９月１日（火）～令和３年１月３１日（日）【約５ヶ月間】 

4. 発行総額 

  １７，４６８千円 

  ７５歳以上、８，７３４人に２千円分（＠５００円券×４枚）支給 

5. 登録加盟店数 

  ２４３店（旧白河市179店、表郷地区22店、大信地区18店、東地区24店） 

6.  換金状況（令和２年１０月末現在） 

〇敬老祝い商品券 

地 区 換金枚数 換金額 構成比 換金率 

旧白河市 4,328  2,164,000 円 52.4% 

23.7% 

表郷地区 2,015  1,007,500 円 24.4% 

大信地区 640  320,000 円 7.7% 

東地区 1,284  642,000 円 15.5% 

合 計 8,267  4,133,500 円 100.0% 

 

〇菓子券 

地 区 換金枚数 換金額 構成比 換金率 

旧白河市 870  348,000 円 67.4% 

14.8% 

表郷地区 221  88,400 円 17.1% 

大信地区 144  57,600 円 11.2% 

東地区 55  22,000 円 4.3% 

合 計 1,290  516,000 円 100.0% 
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起業・創業者等支援事業 
（市受託事業） 

 

１．委託期間 

  令和 2年 4月 1日～令和 3年 3 月 31日 

２．業務委託料 

  1,959,100円 

３．業務内容 

   白河市創業支援事業計画において特定創業支援事業に位置づけられている創業希望者

を対象とした創業に向けた「しらかわ創業塾」を開催し、創業希望者の創業実現に向け

支援をする。 

  ≪基礎編≫ 

開催日程：令和 2年 9月 5日（土）、9月 19日（土）、10月 3日（土） 

開催時間：各回 10:00～17:00（休憩 1時間含む） ※総研修時間 18時間 

開催場所：白河商工会議所会議室 

講  師：㈱エイチ・エーエル 井手美由樹 氏 

参加人数：7名（修了書授与 2人） 

参加者内訳：男性 3人、女性 4人 

※年齢：20歳代 0人、30歳代 3人、40歳代 0人、 

50歳代 3人、60歳代 1人 

  ※希望業種：建設業、飲食業、サービス業 

  ≪実践編≫ 

開催日程：令和 2年 11月 7日（土）、11月 21日（土）、12月 5日（土） 

開催時間：各回 10:00～17:00（休憩 1時間含む） ※総研修時間 18時間 

開催場所：白河商工会議所会議室 

講  師：㈱エイチ・エーエル 井手美由樹 氏 

参加者内訳：男性 3人、女性 3人 

※年齢：20歳代 0人、30歳代 1人、40歳代 2人、 

50歳代 2人、60歳代 1人 

  ※希望業種：農業、建設業、小売業、サービス業 
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伴走型小規模事業者支援推進事業（国補助金） 

 

①事業計画策定支援 

（ア）経営支援基幹システム（BIZ ミル）を活用した経営分析及び事業計画策定 

・導入システム名称：経営支援基幹システム（BIZ ミル） 

・導入時期：8月～ 

・導入目的： 

昨年度から導入した経営支援基幹システム（BIZ ミル）にインポートされている個社ごと

の調査結果をクラウド上で情報共有が出来ている。今年度は個社ごとに担当を決め、経営支

援基幹システム（BIZ ミル）を活用し、経営分析から事業計画策定支援・実行支援を行う。 

・支援事業者数：45社（10月末現在） 

（イ）経営分析・事業計画策定支援セミナー 

・開催日時 ：(1) 10月 28日（水）19:00～21:00 

(2) 11月 5日（木）   〃 

(3) 11月 11日（水）    〃 

・開催カリキュラムの内容：(1)現状把握から見えてくる自社の将来への取り組み 

(2)ポイントで掴む財務会計 

(3)新たな需要開拓に向けての事業計画策定 

・講師：三上康一氏（中小企業診断士） 

・受講者人数 ：7人【(1)6人／(2)5人／(3)5人】 

・受講者内訳 ：※男性 6人、女性 1人 

※業種：卸小売業、税理士事務所、建設業、飲食業、サービス業 

（ウ）後継者育成セミナー 

・開催日時 :(1) 11月 24日(火)18:00～21:00 

(2) 12月 9日(水)18:00～21:00 

(3) 12月 23日(水)18:00～21:00 

(4) 1月 20日(水)18:00～21:00 

(5) 1月 27日(水)18:00～21:00 

(6) 2月 3日(水)18:00～21:00 

(7) 2月 17日(水)18:00～21:00 

・開催カリキュラムの内容： 

(1)コロナ禍を踏まえた、５年先を見据えた経営計画の必要性について 

(2)逆境のコロナ禍、財務体質の強化を行い収益回復につながるコツを学ぼう 

(3)コロナ禍を乗り越える為の収益拡大につながる各種支援制度の活用 

(4)新しい生活様式に負けるな、SNSやアプリを活用した業務改善と販路開拓 

(5)ランチェスター戦略でエクセレントカンパニーを目指そう! 

(6)各種フレームワークを活用した課題整理術を知ろう 

(7)これからの経営戦略・経営計画をまとめてみよう 

・講師：川村浩司氏（中小企業診断士）他 5名 

・申込状況 ：4人（11月 13日現在） 
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②事業計画策定後の実施支援 

（ア）専門家派遣による支援 

・開催時期 ：令和 2年 11月～令和 3年 2月頃 

・登録専門家 ：12名（中小企業診断士、税理士、ＩＴコーディネーター、社労士等） 

・派遣回数 ：1回（11月 13日現在） 

③新たな需要の開拓に寄与する事業 

（ア）商品写真撮影支援 

・開催日時：12月 11日（金）14:00～16:00 

・開催カリキュラムの内容：お客様の「気になる」を引き出す写真撮影講座 

・講師：森下齊氏 

・申込状況 ：4人（11月 13日現在） 

（イ）販売促進・販路拡大支援 

〈YouTube編〉 

・開催日時 ：11月 27日（金）14:00～16:00 

・開催カリキュラムの内容：動画マーケティング実践講座 

・講師：筑間彰氏（中小企業診断士） 

・申込状況 ：4人（11月 13日現在） 

〈Googleマイビジネス編〉 

・開催日時 ：12月 4日（金）14:00～16:00 

・開催カリキュラムの内容：Google ビジネス販促セミナー 

・講師：渡邉奈月氏 

・申込状況 ：8人（11月 13日現在） 

〈通販サイト編〉 

・開催日時 ：12月 16日（水）14:00～16:00 

・開催カリキュラムの内容：通販サイトの立ち上げと運用のポイント 

・講師：安藤昌明氏 

・申込状況 ：2人（11月 13日現在） 

④経営指導員等の支援能力向上 

（ア）経営発達支援計画と伴走型支援のためのスキルアップ総合研修 

〈販路開拓・戦略立案支援研修〉【WEB開催】 

・開催日時 ：11月 27日（金）17:30～19:30 

・講師：角丸善昭氏（中小企業診断士） 

〈事業計画作成支援セミナー〉【WEB開催】 

・開催日時 ：12月 2日（水）17:30～19:30 

・講師：角丸善昭氏（中小企業診断士） 

（イ）チラシ作成研修 

・開催日時 ：12月 16日（水）17:30～20:00 

・講師：安藤昌明氏 
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中心市街地活性化関係 

(令和２年度 白河駅前イルミネーション事業) 

 

１．事業名 白河駅前イルミネーション事業 

２．テーマ 「みんなのヒカリ２０２０ ～届け！願いの灯よ～」 

３．組 織 

（１）実施主体 白河市中心市街地活性化協議会 

（２）協力団体 白河駅前イルミネーション事業推進委員会 

４．事業目的 

  新型コロナウイルス感染症の影響により中心市街地には人通りも少なく、また地域全体の活力も低下

している。 

  このような状況を踏まえ、「３密」を回避しながら、冬季の街なかの華やかさを演出し、中心市街地へ

の来訪機会を増加させることで、中心市街地に賑わいを創出するとともに地域全体の活性化を目的に開

催する。 

５．事業内容 

白河駅前ロータリーから白河文化交流館コミネス前までの間へイルミネーションの設置、さらには駅前

イベント広場・駅前イベント広場駐車場等へのモニュメントの設置を通じて、夜間景観を形成する。 

また、イルミネーション点灯時にはオープニングセレモニー、点灯期間中にフォトコンテストを開催す

る。 

（１）点灯期間 令和２年１２月４日（金）～令和３年１月３１日（日） 

（２）点灯時間 午後５時～午前０時 

（３）点灯場所 白河駅前から白河文化交流館コミネス前 

（４）デザイン 

①白河駅歩道脇の木から白河文化交流館コミネス前に電飾し、光の導線を作る 

（実施：白河市中心市街地活性化協議会）継続 

②トラスタワーの設置・建設重機への電飾（実施：白河建設親和会）継続 

③小峰城道場門跡への電飾（実施：白河市中心市街地活性化協議会）新規 

④メモリアルフォトスポット設置（実施：白河市中心市街地活性化協議会）継続 

⑤白河駅前イベント広場にペットボトルツリーを設置 

（実施：白河商工会議所青年部）継続 

⑥みんなの願いのモニュメント設置（実施：白河商工会議所青年部）新規 

 

（５）オープニングセレモニー（関係者のみでの開催） 
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実 施 日：令和２年１２月４日（金）午後６時～ 

実施場所：白河駅前イベント広場ステージ 

 

（６）フォトコンテスト 

募集期間：令和２年１２月４日（金）～令和３年１月３１日（日） 

内  容：白河駅前のイルミネーションを撮影し、SNSに「#白河駅前イルミネーション2020」と

ハッシュタグを付けて投稿していただいた中から、入賞者には賞品をプレゼント (１

人何回でも投稿可能) 

６．関連イベント 

（１）「届け！願いの灯よ～しらかわ冬屋台withみんなのヒカリ2020～」 

主  催：白河商工会議所青年部 

実 施 日：令和３年１月２２日（金）・２３日（土） 
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空き店舗対策事業について 

 

○新規改修店舗 

  

（１）FUKUDAMARI（ふくだまり） 

代 表 者    有限会社 藤田本店 

所 在 地    白河市二番町４６－１ 

業   種    商業複合施設 

実施期間    令和２年６月２３日～令和２年９月７日 

補 助 額      1,000,000円 

 

 

   （２）manomagica Nico（マーノマジカ にこ） 

代 表 者    竹内 恵美 

所 在 地    白河市大手町３－１０ 阿武隈会館 1階テナント A 

業   種    美容整骨 

実施期間    令和２年１０月９日～令和２年１０月２２日 

補 助 額      500,000円 
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新型コロナウイルス感染対策支援実績について 

≪令和 2年 10 月≫ 
 

10 月の相談件数 ６９件（延べ件数） 

 

10 月は持続化補助金（一般・コロナ）、いきいき支援事業等の各種補助金の締め切りが

あったため、補助金申請の相談が多数を占めた。持続化補助金（一般・コロナ）について

は、今年度より通年募集となっており、今後も 12 月、2 月の募集締め切りに向けて、新

規事業相談の案件が増える見込みである。 

また、8 月より行っていた「新型コロナ対策宣言」実地調査については、10 月までで

一巡し、白河地区は 80 事業所の認定を行った。資金繰り支援については、先月同様落ち

着いている。 

 

 

 

〇相談区分 
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応募
件数

採択
件数

採択率

小規模事業者持続化補助金
〈コロナ特別対応型〉

令和2年度補正 第3回 7 4 57.1%

ふくしま小規模企業者等
いきいき支援事業

令和2年度 第1回 6 5 83.3%

≪小規模事業者持続化補助金 [コロナ特別対応型] ≫

≪ふくしま小規模企業者等いきいき支援事業≫

各種補助金支援実績

　　採択業種：製造業　2件、美容業　2件、サービス業　1件

　　採択業種：製造業　1件、建設業　3件

補助金名 予算年度 受付回
関与実績

　小規模企業者や中小企業者、商店街等の創意工夫ある取組に対し、地域に密着した
商工団体が、計画づくりから事業実施後のフォローアップまで一体的な支援を行うと
ともに取組に必要な経費の一部を補助するもの。

　新型コロナウイルス感染症が事業環境に与える影響を乗り越えるために、具体的な
対策（サプライチェーンの毀損への対応、非対面型ビジネスモデルへの転換、テレ
ワーク環境の整備）に取り組む小規模事業者等が経営計画を作成し、その計画に沿っ
て行う地道な販路開拓等の取り組みを支援するもの。

　　補助金額：上限額100万円、補助率[A類型]2/3以内、[B、C類型]3/4以内

　　補助金額：事業承継タイプ 50万円、創業タイプ 30万円、販路開拓タイプ 30万円
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女性会事業について 

１. 活動報告 

 

（１）福島県商工会議所女性会連合会会員研修会「郡山大会」 

 

１０月２日に福島県商工会議所女性会連合会研修会「郡山大会」が郡山市郡山ビュ

ーホテルアネックスで開催されました。 

会員６名が参加しました。 

会員研修会が開催され、講師として株式会社柏屋 代表取締役社長 五代目 本名

 善兵衛氏をお招きし、「～一六九年目の新創業～ のれんは革新 代々初代」と

いう演題でご講演を頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)全国商工会議所女性会連合会倉敷オンライン総会 

 

１０月２３日に「全国商工会議所女性会連

合会倉敷総会」がオンラインで開催されまし

た。 

会員７名が参加し、「全国商工会議所女性会

連合会表彰」や「女性起業家大賞」等の表彰が

行われました。 

総会終了後、記念講演が開催され、講師とし

て大原美術館理事長の大原 あかね氏をお招き

し「過去の歴史と明るい未来の結束店としての

現在～SDGｓから倉敷を語る」という演題で

ご講演を頂きました。 

 

 

２. 今後の予定 

 

（１）１２月１７日（木） 

   クリスマス親睦会 

（２）１２月２７日（日） 

   フラワーアレンジメント研修会 
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青年部事業について 

 

１．「コミネスドライブインシアター」出店協力 

 

1.目的 

新型コロナウイルス感染症の影響により外出自粛による娯楽や文化的な体験が難しく

なっている昨今。青年部がドライブインシアターに協力することで、来場した人々が映画

を安全かつ快適になお一層楽しんでいただくことを目的とする。 

 

2.日時・来場者数   

令和２年１０月２４日（土）１６：００～２１：００ 

  上映作品①「劇場版ムーミン谷の彗星 パペットアニメーション」来場者数 ４７人 

  上映作品②「アメリ」来場者数 １７人 

 令和２年１０月２５日（日）１６：００～２１：００ 

上映作品①「ソング・オブ・ザ・シー 海のうた」来場者数 ２８人 

  上映作品②「ゾンビ-日本初公開復元版-」来場者数 １６人 

 

3.場所  白河文化交流館コミネス駐車場 

 

4.事業内容 

 出店内容（売上）：ポップコーン、フランクフルト、たこ焼き４ケ、軽食セット 

ソフトドリンク、野村屋アイスキャンデー 

 

5.事業成果 

ドライブインシアター事業に協力することが、我々青年部としてもコロナ状況下での事

業ごとへのかかわり方の学びとなった。 

  

    

２．「郡山ストリートフェス 2020」出店協力  

 

1.目的 

郡山駅前周辺で開催される食のイベントを通して、来場者に白河の魅力を発信するとと

もに、郡山商工会議所青年部との交流を目的とする。 

 

2.日時 令和２年１１月６日（金）１７：００～２１：００ 

    令和２年１１月７日（土）１７：００～２１：００ 

 

3.場所 郡山駅前周辺 

 

4.事業内容 

出店内容：揚げたこ焼き、トルネードポテト ２日間合計１５０食（計４５，０００円） 

 

5.事業成果 

 ・郡山商工会議所青年部が主催団体に属する「郡山ストリートフェス 2020」に出店協力

することで友好関係をより強固なものにする事が出来た。 

 

２日間計１，８００人 
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第 39回東北ブロック大会福島しらかわ大会について 
 

○日本商工会議所青年部第３９回東北ブロック大会「福島しらかわ大会」東北ブロック諸会議 

及び記念式典について 

 

【ブロック大会概要】 

１． 大会目的 

    経済・社会環境が大きく変化する中で、企業と地域社会の次代を担う青年経済人が互いに

交流と連携の輪を拡げ、企業の発展と豊かな地域社会の形成に果たす商工会議所の役割を認

識し、その実現のために青年経済人として何をなすべきかを研究し研鑽することを目的とす

る。 

 

２． 日時および場所 

令和２年１０月３０日（金）～３１日（土） 

【１０月３０日（金）】 

９：３０～１８：１５ ブロック諸会議・会長会議（郡山ビューホテルアネックス） 

  

【１０月３１日（土）】 

１３：００～１５：００   記念式典（白河文化交流館コミネス） 

１３：３０～１５：００   メインフォーラム 

  

３． 登録者  ９１７名(登録単会 ９４単会) 

 

４． 単会としての活動 

主管地であることから大会期間中、全会員が東北ブロック諸会議・会長会議及び記念式典

の運営に従事した。記念式典は、WEBと集合のハイブリット開催を行い、当日ユーチュー

ブで配信を行った。 

臨時総会の中で、次年度東北ブロック商工会議所青年連合会会長に白河商工会議所青年部 

冨山 強氏が選任された。 

 

      
諸会議の様子                 記念式典でのＰＲの様子 
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